
 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の学年につながる学期とするために 
校長 澤 田 匡 史  

 
 新しい年を迎え，保護者の皆様，地域の皆様におかれましては，ますますご健勝のこととお喜び申し上げま

す。今年も子どもたちが心豊かに，健やかに成長できますよう，職員一同，全力で教育活動に取り組みたいと

決意しております。今年も，ご支援，ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 

  さて，３学期が始まり２週間ほど経ちました。校内のあちこちから元気に学んだり遊んだりしている子ども

たちの明るい声が響いています。久しぶりに登校した子どもたちは穏やかな表情で，どの子もよい冬休みが過

ごせたようで安堵いたしました。 

 しかし，新型コロナウイルス対策のため，北海道全域がまん延防止等重点措置の対象区域となりました。本

校でも，「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル」(文科省)や教育委員会の指

示を基に，子どもたちはもちろん，職員の感染防止対策を今まで以上に強化してまいります。保護者の皆様に

は，お子様の「朝の健康チェック」等でご面倒をおかけしますが，どうぞよろしくお願いいたします。 

◇  ◇  ◇  ◇  ◇  ◇  ◇ 

 ３学期の始業式に校内放送で子どもたちに話した概要について掲載します。当日は，キーワードをテレビ画

面に映しながら話しました。 
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 皆さんはこれまで，今までの自分を越えるために，いろいろなことを続けてきました。これからも，小さ

なことでも構いません，ぜひ続けてください。例えば，｢進んで挨拶すること｣や｢進んで発表すること｣，｢家

庭学習を続けること｣，｢先生や友達の話を最後まできちんと聞くこと｣，｢友達に優しくすること｣，｢友達と

協力すること｣などです。まだ他に続けてきたことがたくさんあると思います。 ～中略～ 

 今日は，皆さんが友達にもっと優しくなり，友達ともっと仲良くなれるといいなと思い，皆さんがいつも

使っている言葉について話します。ある授業で子どもたちが次のように言っていました。「言葉は魔法。自

分の気持ちを言葉にするだけで自分の気持ちが相手に伝わる」，「言葉は心を映す鏡」，これは，よい心の

ときは相手に伝える言葉がきれいで美しくなるということです。逆に，悪い心のときは，言葉も乱暴で汚く

なるということを表しているのだと思います。また，「言葉は，口から出たら元には戻せない。言葉はぱっ

と出てしまう。だから，後から後悔する」，これは誰かに乱暴で汚い言葉を言ってしまっても，もうその言

葉はなかったことにはできないということを言っているのだと思います。校長先生は「言葉には目に見えな

い力がある」と思っています。 

 言葉は，私たちに欠かせないものです。なぜなら，人と人とをつなぐ大事な道具だからです。この言葉を

どう使うかは，私たち一人一人が考えなければなりません。皆さんは，自分が言われてうれしい言葉があり

ますよね。前にも話したことがあります。例えば，｢ありがとう｣，｢ごめんね｣，｢大丈夫？｣，｢すごいね｣，

｢頑張ったね｣，｢一緒にやろう｣などです。今の言葉を互いに言い合えたら，友達ともっと仲良くなれると思

いませんか。 

 人は，考え方も感じ方も表し方も，全て違います。ですから，友達と仲良くなるためには，相手のことを

よく知らなければなりません。その一番の近道は，相手の言葉をよく聞くことです。最後までよく聞いて，

友達が考えていることを分かろうとすることです。そうすると友達のよさが分かってきます。友達のよさが

見つかればその人との距離はぐんぐん近づくでしょう。友達との「心の距離」は離れてはいけません。友達

との「心の距離」は，近ければ近いほどよいと思います。 ～中略～ 

 言葉には大きな力があります。短い言葉であっても，ときには人の心を幸せにしたり，相手を気持ちよく

したりします。反対に，何となく言った言葉が，人を傷つけたり，相手の気持ちを暗くしたりすることがあ

ります。皆さんには，人の心を幸せにする言葉を心を込めて話せる人になってほしいと思います。 

 人の心を幸せにする言葉が，学校中にあふれることを校長先生は願っています。 

【裏面に続く】 



学校では一人一人の子どもに目を向け，学年相応の「確かな力」を育成し，次の学年に進級させたいと考え

ています。家庭学習を含め，学習面や生活面でご家庭や地域の皆様のご協力を得なければならないことが多々

あると思います。どうかよろしくお願い申し上げます。 

  また，３学期は次年度に向けた学校改善策を検討する時期でもあります。保護者・地域の皆様からいただい

た教育活動の評価を基に，本年度の教育活動を見直し，学校教育の一層の充実を図りたいと考えております。

皆様からの貴重なご意見に感謝申し上げます。 
 
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 
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2 月の行事 
日 曜日 学 校 行 事 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 

  
 今年度のスキー学習が始まりました。1年生は

グラウンドで歩くスキーを行っています。始めの

うちは，スキーを履くことにも苦労していました

が，慣れるに従い，スキーを自在に操ることがで

きるようになり，楽しそうにグラウンドを駆け回

っています。 

2 年生は築山で，3年生以上は伊ノ沢スキー場

で滑るスキーを行ってい 

ます。また，2 月に入る 

と３年生以上は，キャン 

モアスキー場で学習を行 

います。 

これから，寒さが一層 

厳しくなっていきますが 

子どもたちは，元気いっ 

ぱいスキーに取り組むこ 

とでしょう。 

 

  
◆新型コロナウイルス感染症による小学校休業等
対応助成金・支援金について◆ 

 
厚生労働省では，新型コロナウイルス感染症の影響

による小学校等の臨時休業等に伴い，子どもの世話を
行うために仕事を休まざるを得なくなった保護者を支
援するため，助成金・支援金制度を創設しています。
詳しくは，厚生労働省ホームページをご覧ください。
（問合せについては，コールセンターへ。） 

 
（参考）厚生労働省ホームページ  
●新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金  
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/ko
you/kyufukin/pageL07_00002.html  
●新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応支援金（委託
を受けて個人で仕事をする方向け）  
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_10231.html  
※申請窓口や必要書類等については，上記リンク先に掲載していま
す。  
●小学校休業等対応助成金に関する特別相談窓口について  
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_21202.html  
  
【連絡先】  
   厚生労働省雇用環境・均等局職業生活両立課  
      電話：０３－５２５３－１１１１（内線７９２９，７８６６）
【お問い合わせ先】 
 コールセンター （フリーダイヤル）０１２０－６０－３９９９  
※受付時間：9:00～21:00 土日・祝日含む 

 
 

 
新型コロナウイルス感染症にかかわり，児童や家族

が感染した場合，児童が濃厚接触者となった場合，Ｐ

ＣＲ検査を受検することになった場合は，必ず以下の

連絡先にご連絡いただくようお願いいたします。 

平  日（学校） ６２－２９３２  
土日祝日（教頭） ０５０－５３６０－７２３４ 

                  

  
 2 年生は図工で，液体粘土に絵具を混ぜた「とろ

とろ絵具」を作り，思い思いの絵を描いていく学習

を行いました。「とろとろ絵具」を手につけ，大胆

に画用紙に塗り付ける子，一つ一つ丁寧に絵を描い

ていく子など，その様子は 

様々ですが，みんな目を輝 

かせて取り組んでいました。 

その一方で，それを見守 

る担任はひやひやドキドキ 

だったようです…。 


